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■ 地域の沿革と概要 

山都町は、町の位置が九州のほぼ中

央にあたることから「九州のへそ 」の

町としても知られている。平成 18 年に

矢部町、清和
せ い わ

村、蘇陽
そ よ う

町が合併して山

都町となる。面積は 544.67 ㎢、標高約 

200m～約 1,700m に位置し、準高冷地の

気候を利用したトマト、キャベツ、ピ

ーマンなどの夏秋野菜の産地である。

また、全国でも有機農業に早くから取

り組んでいた地域で、日本一の有機農

業の町として知られている。 

白糸台地は、山都町の中心街南の緑

川の右岸にあり、四方を河川に囲まれ

た台地にある。日本最大級の石造りア

ーチ水路橋「通
つう

潤
じゅん

橋
きょう

」の通潤用水か

ら良質な湧水が引き込まれ、準高冷地

ならではの寒暖の差などの条件によ

り、同地で生産される棚田米はもちも

ちした食感で冷めても美味しいと評価

されている。希少性の高い水生生物が

生息するなど、他にも様々な特性を有

しており、1991（平成３）年「美しい日

本のむら景観百選」、2006（平成 18）年

「疏水百選」、2014（平成 26）年初代の

「かんがい施設遺産」などにも選定を

受けている。 

第１図 位置図  

第１表 地区の概要  

白糸第一自治振興会 

事　　項

地区の規模

地区の性格

農　家　率 46.0%

（内訳）

　総世帯数 174戸

　総農家数 80戸

専兼別農家数

（内訳） 　専業農家 22戸

　１種兼業農家 10戸

　２種兼業農家 48戸

農用地の状況 　総土地面積 600ha

（内訳） 　耕地面積 133ha

　　 田 109ha

　　 畑 24ha

　耕地率 22.0%

　農家一戸当たり耕地面積

1.7ha

内　　　容

集落の集合体

機能的な集団等



■ むらづくりの概要 

１．地区の特色 

白糸第一自治振興会(以下振興会)では、「通潤橋水ものがたりの会」を設

立し、白糸地域全体での統一栽培によって、品質の均一化や、他地域との差

別化を図ったことで、生産者に厳しい選択基準(自然環境、栽培技術、仕上げ

技術)を設ける大阪の卸販売業者「菊太屋米穀店」から大きな評価をもらい、

選ばれる作り手として、関西の百貨店へ販路を確保できた。このことは、「通

潤橋水ものがたり」ブランディングの成果であり、地区内農家へ利益を還元

する仕組みを確立して白糸台地の農業振興に寄与している。 

また、担い手の高齢化が進む中、通潤用水や棚田の保全、維持では、振興

会が旗振り役となり地域と地元高校生や外部の方たちをつなぐボランティ

ア活動が大きな力となっている。また、活動の積み重ねにより新たな交流が

生まれてきている。 

振興会では、食や地域の歴史、環境等に関する自主的な勉強会やワークシ

ョップの積み重ねによって共通した認知度を高め、老若男女問わず、誰もが

活躍できる地域づくりを基本に取組を進めてきた。そのことが、平成 24 年に

地元で開催された全国棚田サミットの成功につながっている。その取組は、

随所に女性の視点が活かされ、その後の棚田ウォーキングや収穫祭といった

周年での催しイベント開催に至っている。 

熊本地震とその後の豪雨災害は大きな被害をもたらし、自治活動にも大き

な影響を与えたが、振興会員が中心となって始まった棚田復興プロジェクト

の活動や大手企業ＣＳＲ活動との連携は新たな交流を生み明るい兆しとな

り、外部の方たちの応援が大きな力になってきている。 

 

２．むらづくりの基本的特徴 

（１）むらづくりの動機、背景 

白糸台地は、水利の便が悪く、農業生産性の低い土地だったため、江戸

時代まで大変苦しい暮らしを強いられていた。飲料水も事欠く地域であっ

た白糸台地の村々の要望を受け、矢部

の惣庄屋（現在でいう市町村長）であ

った布田保之
ふ た や す の

助
すけ

が中心となって通潤

橋・通潤用水の建設に取り組み、1854

（安政元）年に完成。建設に係る費用

や技術的検証に至るまで、すべて地域

が担い、通潤用水の整備は「近代社会

へ継承される地域運営能力の到達形

態」と評価されている。 

また、用水管理のルーツも建造当初にさかのぼり、この伝統ある管理形

態によって、約 110ha の棚田が現在に至るまで維持されている。白糸第一

写真１ 通潤橋 



自治振興会員にとって、通潤橋と通潤

用水、先人から受け継がれた棚田は故

郷の宝であり、その維持管理は、完成

から 167 年経つ今日まで住民の手で行

われている。 

こうして歴史的価値の高い遺産によ

り形成された棚田は、振興会の住民に

よる継続的な取組によって保たれ、平

成 20 年に「通潤用水と白糸台地棚田

景観」が棚田としては国内初の国指定重要文化的景観に選定。さらに平成

22 年には、白糸地区全体が重要文化的景観に選定された。 

これらの出来事は振興会員に大きな自信と誇りをもたらすきっかけとな

り、住民全体での「通潤用水と棚田を

活かした地域づくり」を掲げて、景観

の維持や意識啓発のための学習活動等

を住民が自ら考え、責任を持って行動

に移すようになってきている。その中

で、専業農家の若手後継者は率先して

高齢化の進む地域の中で重責を担い、

大きな役割を果たしている。 

 

（２）むらづくりの推進体制 

ア 活動体制 

関係９集落からなる振興会は、平成 18 年に設立。山都町や土地改良区

をはじめ、大学や流通関係者、第３セクターの「まちづくりやべ」等と

活発に連携を図りながら、振興会員が重複する 25 名の米生産者で活動

する「通潤橋水ものがたりの会」（会長には前振興会長が発足時から在任）

と一体で活動を行っている。 

 

 

白糸第一自治振興会

（田吉、米内蔵、長野、小原、犬

飼、新藤、小ヶ蔵、白石、相藤寺

の９集落から成る）

山都町

通潤橋水ものがたりの会
（米出荷協議会）

株式会社
まちづくりやべ

通潤地区

土地改良区

九州大学

菊太屋米穀店

平井米穀店等

菅地域振興会

支援・連携

祭・イベント共催

生き物観察会

セミナーの実施

イベント企画・宣伝

米の流通（卸し）

第２図 むらづくり推進体制図  

写真２ 白糸台地の棚田 

写真３ 住民による用水保全活動 



イ 運営方針と組織構成 

振興会では、10 の部会で地域の自治活動をはじめ、環境保全、健康増

進、交通安全など自主的な活動が行われているとともに、振興会全体と

してイベント開催や土地改良区と協力した通潤用水の保全活動が行われ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ むらづくりの特色と優秀性 

１．むらづくりの性格 

白糸台地のむらづくり活動は、167 年前に通潤橋・通潤用水が整備さ

れてから、今日まで続いている活動であり、その歴史と継続する力は他

に例をみない。平成 18 年に白糸第一自治振興会が設立され、重要文化

的景観に選定された後、さらにモデル的な取組として発展し続けている。 

その活動の特徴として、第１に人材

育成や、組織づくりを含めた、課題の

共有化を受け入れてきた自然体での

「住民の意識改革」である。これらは、

布田保之助氏を敬う心を持ち、食や環

境に関する学習やワークショップの

実施、イベントの開催等を通じて培わ

れていった地域自治組織の力となっ

ている。 

第２に女性たちが自分たちの声や

活動を通じて地域づくりを積み重ね、その取組を振興会全体の取組とし

て実行してきた行動力である。また、女性の視点を活動に取り入れる受

容力が振興会にあることも発展の要因といえる。振興会元女性部長の下

田美鈴氏が山都町から地方創生アドバイザーの委嘱を受けるなど、行政

からの信頼と期待も大きい。 

第３に様々な機関・団体・個人との連携にある。取組に共感する外部

の人たちが積極的に白糸台地に訪れるようになり、地震後は、棚田復興

ボランティアやＣＳＲ活動に取り組む企業との連携がスタートした。 

第３図 白糸第一自治振興会の組織構成 

振興会会長

副会長
（公民館部会支館長）

副会長
（農業委員）

副会長
（区長部会長）

事務局長会計

区長
部会
(9区)

公民館
部会
(9館)

体育
部会

地域

作り

部会

女性
部会

健康
福祉
部会

生活
安全
部会

老人
部会

環境

保全

部会

青年
部会

事務局員

写真４ セミナーの様子 
（「田んぼの生きもの」（九州大学鬼倉先生）） 



農山村の課題は、労力確保や農産物

の販売戦略、情報発信等地域だけでは

解決できないことが多い中、白糸第一

自治振興会は、特別栽培米のブランド

化や交流活動、通潤用水、棚田の保全、

山林の維持管理等において、白糸台地

のファンを生みだし、取り込み、ネッ

トワークによって大きく前進し続け

ている。 

また、ここに至るまでには地域住民と協働で歩む山都町役場の協力も

見逃すことはできない。 

振興会の設立当初から通潤用水の整備や保全活用について地元住民

の話し会いに加わり、地域住民の意見をくみ取り反映させ、白糸台地の

シンボルともいえるアブラボテという希少な淡水魚が生息する下井手

については、営農環境の機能向上と生物の生息環境の維持の調和をテー

マに「近自然工法」での改修が行われた。 

その工法による通潤用水下井手水路の改修は、2014 年に土木学会デ

ザイン賞を受賞している。 

その後も、山都町役場は、自然環境や棚田、食、農業等をテーマにし

た住民主体のセミナーやワークショップの開催をバックアップすると

ともに行政職員が住民と同じ目線で参画し、白糸第一自治振興会のむら

づくり活動が本格化していくのを支援している。 

 

２．農業生産面における特徴 

（１）特別栽培米の品質向上の取組 

白糸台地の棚田は水稲栽培に用いられるとともに、景観の保持、保水機

能、地すべり防止、生態系保全機能などの多面的機能を有している。 

米の価格が低迷する中、振興会では、

白糸台地の象徴である棚田を守りなが

ら、地域農家の農業収益増加を目指す

ために、地域独自の栽培、検査、出荷基

準を設け、ブランド米の特産化をめざ

した。平成 25 年度から、特別栽培米の

栽培に取り組み、米の栽培講習会の実

施や温湯消毒器、食味計の導入によ

り、栽培技術の向上と品質の均一化を

図っている。生産した米は、籾摺りの際に色彩選別され、出荷基準に基づ

いて食味計でタンパク質含有 6.5％以下であることを確認した後に出荷し

ている。 

また、特別栽培にこだわり、農薬はできるだけ使わない栽培を実践した

写真５ 棚田復興ボランティアの皆さん 

写真６ 棚田米のかけ干し風景 



ことで、水がキレイになりカエルやドジョウが増え、絶滅が危惧されてい

たタガメも見かけるようになり、人と環境にやさしい米づくりが白糸台地

の自然環境の保全に繋がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「通潤橋水ものがたり（棚田米）」のブランド化と販路拡大 

米の品質が向上したことから、ブランド化と販路拡大に取り組むことと

なり、白糸地区の特栽米、棚田のうまいコメ「通潤橋水ものがたり（棚田

米）」として商標登録を行っている。ネーミングやデザインには、女性部

会の意見が反映されている。 

平成 26 年には、栽培技術の向上と併せて、品質の統一、ブランディング

確立に向けて米の出荷協議会である「通潤橋水ものがたりの会」を立ち上

げ、会長には振興会の前会長草野昭治氏が就任している。 

連携団体の「まちづくりやべ」と一体となって関東、関西方面への販売

PR 活動を精力的に展開し、現在では大阪の卸販売業者である菊太屋米穀店

を介して大丸梅田店、心斎橋店など複数のデパートでの販売が展開されて

いる。 

販路拡大にも積極的に取り組み、東京の熊本郷土料理店をはじめ、県外

の飲食店やＪＲ九州のお歳暮でも取扱いを受けている。また、平成 27 年度

より、ふるさと納税の返礼品として、

県外の方々へも直接届けており、年間

平均約５トン（病害虫等の異常発生年

を除く。）の「通潤橋水ものがたり（棚

田米）」を販売するまでに至っている。 

地区内の米販売農家 50 戸のうち、み

ずものがたりの会員 25 戸には、地域内

のＪＡや米集荷業者が主な出荷先で

あった以前に比べ 1.5 倍増の 18,000

円/60kg（農家手取り）で還元され、米販売農家の収益増に直接つながって

いる。 

通潤橋水ものがたりの会の取組は、シカやイノシシの被害から棚田の管

■実践している環境保全型農業の内容 

・種子の温湯消毒 

・特別栽培基準（農林水産省ガイドライン）の設置 

  肥料：化学肥料（チッソ成分）が慣行栽培の 50％以下 

  農薬：成分数９成分以内（慣行栽培の 50％以下） 

・栽培管理表の記帳 

・栽培講習・研修会の実施 

・食味計での出荷前検査 

・竹粉を利用した土壌改良 

写真７ 通潤橋水ものがたり（棚田米） 



理を放棄される地域も見受けられる昨今において、獣害にもめげずに美味

しい米を作り続ける生産者の原動力となって生産意欲の向上に大きく貢献

している。 

また、米販売を通して、通潤用水や振興会の取組を知る消費者も多くな

り、そこから新たな交流が生まれ、「いいことをやっているね」と消費者

の声が生産者に直接届くなどの相乗効果も生まれている。 

 

（３）受け継がれる通潤魂と熊本地震後の棚田復興プロジェクト 

振興会の会員は布田保之助氏に対す

る尊敬の念が強く、各集落の掲示板に

通潤用水の草刈りや土砂上げの開催日

時を掲示しておくと、地域住民の大多

数が自主的に集まって活動している。 

また、通潤用水の土砂上げや災害対

応作業では、地元の矢部高校に協力を

呼び掛けて、ボランティアとして多く

の生徒が参加している。通潤用水の管

理に高校生など若い人が関わること

は、この地域の農業歴史を継承するた

めにも重要なことである。 

このような取組が評価され、平成 26

年には、通潤用水が「世界かんがい施

設遺産」(国内初)に登録された。 

熊本地震以降は、震災復興活動とし

て平成 28 年に「棚田復興プロジェク

ト」を立ち上げ、ボランティアによる

参加を呼び掛け現在までに、福岡県な

ど県外から約 400 名の参加者を得てい

る。この取組を通じたボランティアと

の交流活動は、通潤用水保全等への地

元住民モチベーションの維持・向上に

も作用している。 

地域には、古くから「通潤魂
つうじゅんこん

」とい

う言葉がある。地域住民にとって、農

民魂といえるこの精神は、地元矢部高

校の校訓にもなっている。「豊かな心・

勤労の喜び・創造の喜び・不屈の意思

を表す誇り高き伝統の継承」という意味があるが、地域の人たちの共有の

価値観とも言える。通潤用水や棚田を守り、自然環境に配慮した営農や暮

らしは、農家にとって、負担ではなく、当たり前のこと、受け継ぐべき大

写真９ 復興ボランティアによる地震後の

棚田の石拾い 

写真 10 通潤魂の石碑 

写真８ 矢部高生による用水の下草刈 



切なこととして地域に根付き、継続されている。 

また、この精神は、復興ボランティアやフットパスに参加した県内外の

都市住民にも共感をもたらし、白糸地域のファンや交流人口の増加にもつ

ながっている。 

 

３．生活・環境整備面における特徴 

（１）景観維持のための住民意識向上と学びの活動 

平成 22 年に白糸地区全体が国の重

要文化的景観に選定されると、地域住

民間の意識の共有化を図るため、記念

祝賀会を開催することになり、中心と

なる企画・運営を女性部の意見を取り

入れて実施した。棚田のみずあかりや

地域の食材を使った料理でのおもてな

し、手作りの紙芝居等白糸台地ならで

はの祝賀会は大盛況だった。 

その後も食や地域づくりに関する

知見向上のための勉強会を 10 回以上

開催するともに地域ビジョンの作成の

ため、ワークショップを重ね、通潤用

水に感謝し、美しい白糸台地の景観を

守りたいという共通認識が住民の意識

と地域力を高めていった。 

特に女性部では、講演会や議会傍聴

等の活動も行うなど勉強を重ねてい

る。また、大切な水を汚さないために

廃油を原料とした石鹸作りも女性部の恒例となっている。これらの活動や

情報を地域にしっかり伝えるために、女性部便り新聞を毎年発行し、各家

庭に届けている。     

また、次の世代を担う子供たちに通

潤用水の大切さや地域の文化を伝えた

いとの思いから、地元有志が集まり、

「通潤橋 水の渡る橋」の紙芝居を作

った。これは、大きな反響があり、全国

の道徳用教材として活用された。さら

に平成 29 年に、自費出版した絵本は、

道徳教科書として選定され、全国の小

学校の先生たちに利用されている。 

 

 

写真 11 棚田のみずあかり 

写真 13 道徳教科書に採用された 

自費出版の絵本 

写真 12 ワークショップの様子 



（２）棚田サミットの地元開催を契機に都市と農村の交流活動が加速化 

平成 24 年には「第 18 回全国棚田サ

ミット」を地元開催し、各分科会では、

「地域の活動となりわい」について、

地域住民がパネリストとして参加し

た。 

また、現地視察を受け入れ、棚田や

用水路の案内、田舎料理や弁当のもて

なしを行い、棚田サミットとして、地

元主体による地域づくり活動の初め

ての実践例となった。 

重要文化的景観選定祝賀会開催やセ

ミナー開催等の経験が活き、全国から

約 800 名の方を迎えるサミットを成功

させることができた。その後、地域づ

くり活動が本格化し、都市と農村の交

流活動を加速化することにつながっ

た。 

平成 25 年からは、棚田ウォーキン

グと収穫感謝祭を毎年開催しており、地域内外から 100 名以上が参加され

増加傾向にある。 

棚田ウォーキングでは青年部がガイド役となり、犬飼地区の巻き柿やお

茶などの農産物や通潤用水の成り立ちと構造、鳥獣害被害と電気柵などの

対策などについて説明している。 

棚田ウォーキング終了後の収穫感謝祭では、老人部会によるしめ縄作り

体験や女性部による手作り料理のおもてなし、農産物直販マルシェ等、白

糸台地の豊かな恵みを都市住民に伝える場となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、通潤用水には様々な生き物が生息しており、その生き物たちの魅

 実施年月日 参加人数 参加者 

第１回 平成 25 年 11 月 23 日 75 名 地元、山都町民の他、熊本

市や福岡県からの参加者が

多い 

第２回 平成 26 年 11 月 23 日 80 名 

第３回 平成 27 年 11 月 23 日 170 名 

第４回 平成 28 年 11 月 23 日 80 名 

第５回 平成 29 年 11 月 23 日 130 名 

第６回 平成 30 年 11 月 23 日 125 名 

第７回 令和 元年 11 月 23 日 131 名 

写真 15 棚田ウォークの様子 

写真 14 棚田サミットで円形分水を案内 

第２表 収穫感謝祭の実施状況 



力を伝えるため、「通潤用水の生き物

たち」観察会を開催している。通潤用

水に棲んでいる魚の中で、最も珍しい

のはアブラボテであり、標高 400m を超

えるような高地に生息することは非常

にまれである。この観察会は九州大学

や山都町教育委員会の協力を得て実施

している。 

 

（３）移住者や若い女性がいきいきと活躍できる地域力 

山都町は、令和３年度、「ＳＤＧｓ未来都市」「自治体ＳＤＧｓモデル事

業」に選定された。有機的な繋がりを大切にし、持続可能な暮らしが実践

できる地域として全国から移住希望者が多く、平成 27 年から令和２年度

までに 63 世帯、124 名が山都町に移住している。うち、白糸地区には、３

世帯８名が移住(平成 27～令和２年度)している。 

振興会の一員として活躍している人をはじめ、移住して有機農業を実践

している人たちには、新たに有機農業を志す新規就農希望者の師匠として

活躍している人も多く、山都町におけ

る新規就農支援に大きく貢献してい

る。 

また、振興会元女性部会長が立ち上

げた「やまんまの会」では、地元住民と

移住者の交流会やふるさとの味伝承の

会を継続的に行っている。このような

住民主体の活動は、移住者が地域に溶

け込みやすい取組であると同時に、移

住者の新たな視点、新たな発想による

地域活動を生み出す場となっている。 

更には、振興会の犬飼地区では特に若い世代が多く、世帯 18 戸中 20 代

～40 代前半の若手が 14 名（うち 20 代女性が５名）おり、うち２人の女性

は海外で農業を学び地元の犬飼地区で就農した若手である。 

高齢化が進む過疎地域において、棚田復興プロジェクトの事務局長とし

ても活躍しており、今後の地域活動を担う中心的な人材として大きな可能

性を持っている。 

  

写真16  「通潤用水の生き物たち」観察会の様子 

写真17 やまんまの会「ふるさとの味伝承の会」 



 

（４）企業のＣＳＲ活動との連携で、新たな取組の始動 

振興会が一体となった地域づくりへ

の取組に大きな試練が訪れた。平成 28

年の熊本地震とその後の豪雨災害の発

生で、地域の絆でもある通潤橋、布田

翁を祀る布田神社、農業用水、農地、

農道の崩壊と今までにない災害が起き

た。 

大きな挫折感を味わっていたとこ

ろ、また、新たな出会いに恵まれた。

大手企業のＣＳＲ活動(環境保護、ボランティア、教育・文化的支援等)の

コンサルティングを行う「(株)クレアン」や「日本自然保護協会」を通じ

て積極的なＣＳＲ活動を行うサントリー、ラッシュ（本社イギリス）等か

ら数多くの都市住民が白糸台地を訪れ、用水土砂上げ・草刈作業のボラン

ティアに参加するなど交流活動が続いている。 

また、令和元年から、ＮＰＯ法人環境リレーション研究所と連携して、

白糸台地の棚田を見下ろすスギの伐採跡地に地元植生の広葉樹を植え、里

山を維持するプロジェクト「100 年の森計画」をスタートさせた。この取

組は、フランスに本社がある(株)ロクシタンとの連携にも発展した。 

いつか、白糸台地を農山村の桃源郷のような景観にしたい。そんな思い

を抱きながら新たな取組にも着手している。 

 

 

写真 18 地震被害 布田神社 

写真 19 100 年の森計画がスタート 写真 20 里山維持に２千本を植樹 

写真 21 ロクシタンとの記念植樹 写真22 犬飼地区の大イチョウをのぞむ白糸地区 


